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情報連絡員報告（平成29年2月）

2017年2月（前年同月比）
情報連絡員報告を中心とした

県内各業界別の動向

食品団地
2月度商況は昨年並み。2月15～17日幕張メッセでス
ーパーマーケットトレードショーが開催され、食品団地よ
り7社が参加。新規商談先も確保、活発な商談が続
く。短時間労働者の確保難が今後心配。

機械団地
団地内の業況は、売上、収益ともにほぼ横ばいで推
移。需要の停滞や原材料費などの上昇により、先行
きに不安を感じている企業がある。

酒類製造
県内市場の冷え込みが深刻か？4月開催の「土佐新
酒の会」のチケットは早々に完売で、愛飲者は増えて
いるように思われるのだが。

刃物製造
当月は受注はあるが、製造が遅れ、受注残が多くな
り、売上に繋がらなくなってしまった。今後もこの状況
は続く可能性があると思われる。需要に対し、供給が
できないジレンマがある。

水産食料品製造
宇佐の一本釣りウルメの漁があり始めたが例年より
大分少ない。みりん業界はサバ、サンマの手当てにつ
いたが、他の魚種は相変わらず不漁。鰹節の方も、適
当なサイズのカツオは品が少く相当高いようだ。

船舶製造
操業度は高い水準で推移している。

外衣・シャツ製造
大手企業の販売力が低下し、前年に比べ在庫引取り
時期が遅れているのが現状である。中小企業ならでは
の品質や技術を駆使した商品の開発等、大手に振り
回されない力が求められる。

珊瑚装飾品製造
年に一度の大会が開催された。取引高は前年と変わ
りなし。第41回「土佐さんごまつり名作コンテスト」が3
月4～10日まで開催。会場は高知駅前「とさてらす」。
地場産品である珊瑚の情報を広く発信したい。

木製品素材生産
2月の価格については、スギ、ヒノキ共に横ばい。量に
ついては、共に10％程度減少であった。

卸団地
①景気回復は感じられない。②2月は例年低調だが、今
年は特に低調に感じる。③田舎町の消費を促す起爆
剤はプレ金ではない。

製材
全般に活発な状況はみられず、原木・製品価格等に
も大きな変動はなかった。

青果卸売
昨年2月は入荷減、単価高で売上げは好調であったが、
今年は平年作ながら消費が低迷し前年比89％となっ
た。

製紙
生産、出荷共に順調である。主原材料のパルプ重油
価格が上昇しているのが懸念される。

生鮮魚介卸売
全体的に入荷量が少なかった。マグロが特に少な
かった。

印刷
志国高知幕末維新博開幕、高知城歴史博物館オー
プンがらみで官公需は好調、一般印刷物は低調。県
外需要は業種により波がある感。全般的に見ると先
月に引き続き前年並の数字は確保できた模様。

各種小売（土佐市）
2月は1年間でも最も動かない月というイメージ。昨年
よりは少し好転しているところもある。

生コンクリート製造
出荷数量は前年同月比99％。

各種小売（安芸市）
阪神タイガースが来ているが、商店街の方へは良い
影響はない。

ガソリンスタンド
米国産WTI等の原油価格は㌭50ドル台半ばでこう
着、為替も113～114円で落ち着き、石油元売会社の
仕切価格は、大きな変動はなく、高知県のガソリン・軽
油のSS店頭価格は、昨年の年末から同値で推移。

旅館・ホテル
寒さが厳しく、旅行客は少なめであったが、スポーツ
団体の合宿等の利用はあまり寒さの影響は受けな
かった。日中の暖かさをＰＲした合宿等の誘致に努め
てはどうか。

電気機械器具小売
2月度は、オール電化(エコキュート)が好調。リフォーム
も好調。前年比103.2％。白物、洗濯機は前年比
106％。

飲食店
特に居酒屋関係が厳しくなっている。2月25日ヨンデ
ンプラザにおいて幡多地区(中村)で喫茶組合料理
講習会を開催した。

中古自動車小売
2月24～26日の3日間 高知中古車ジャンボカーニバ
ルをぢばさん駐車場にて開催。天気にも恵まれ予想
以上に好評であり、参加店も平均的に良く売れた。
入場者は、3日間で2,820名あった。

旅行業
組合クーポン前年同月90％、全旅クーポンを加味して
92％。総売り上げは前年対比109％、総売り上げでは
前年を上回る事が出来た。大手旅行業者との提携が
大きく影響していると思われる。

商店街（高知市）
今月は、寒気とインフルエンザの流行により、例年通り
低調な一か月。3月には、高知城歴史博物館の開館、
幕末維新博の開幕、また恒例の「土佐のおきゃく」の開
催など、中心街への集客に期待するところ。

一般土木建築工事
2月の公共工事請負金額は前年当月比で179.3％、前
年対比累計金額では119.7％。防波堤工事や東部・幡
多自動車道など大型工事が継続、平準化による組合
員の経営安定や期初の工事もある程度期待できる。

商店街（四万十市）
売上は、ほぼ前年並みのようだが、昨年は一日多いた
め、対前年比では、やや前年割れか。中村高校の甲子
園出場も店頭の賑やかさには繋がっていないが、一部
事業者には恩恵もあり、ムードは明るくなっている。

電気工事
組合員の施工する電力引込線関連の工事量は13％
減の前年同月比87％となった。高知中央部の減少が
大きい。

タクシー
１車当り運送収入・輸送回数は、前年同月比で収入：0.2
％減、回数：1.3％減。前月比で収入：18.8％減、回数：
16.5％減。

一般貨物自動車運送
燃料の値上げはひと段落したが、3月は値上げとなる
恐れがある。組合実績は前年と同等で物量も増えては
いないが、ドライバー不足も変わっておらず会社経営は
ますます難しくなってきている。
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